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発表のポイント
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2015年度実績

2016年度業績見通し

2014年度実績に対し、増収増益。

2015年度実績に対し、増収増益の予想。

中期計画の進捗

受注獲得に向けた取組推進。

“中核事業拡大”
“グローバル事業拡大”
“新分野への挑戦”
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シンフォニアテクノロジー会社概要

・ 創業 ： 1917年5月（大正6年）

設立 ： 1949年8月（昭和24年）

・ 資本金 ： 101億5,696万円
（2016年3月末現在）

・ 従業員 ： 連結 3,563人
単独 1,956人
（2016年3月末現在）

・ 国内 ： 単独21拠点

・ 海外 ： グループ15拠点

概要 拠点

中国 6拠点

東南アジア 5拠点

その他アジア 3拠点

北米 1拠点



【ご参考】セグメント（事業区分）
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2015年度決算概要



2015年度連結決算総括
単位：億円
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米国は底堅く推移するも、中国・東南アジアの経済成長は鈍化

国内民間設備投資は、好調な企業収益背景に堅調に推移も、年明け以降停滞

受注残と、退職給付会計基準変更時差異償却完了による費用減等により、
前年同期より増収増益

14年度
実績

15年度
実績

前年比 (参考)11/6公表ﾍﾞｰｽ

増減額 増減率 通期予想 増減額

受注高 811.0 800.9 ▲10.1 ▲1.2% 870.0 ▲69.1

売上高 758.0 800.8 42.8 5.7% 820.0 ▲19.2

営業利益 27.6 44.1 16.5 59.9% 46.0 ▲1.9

経常利益 25.5 42.3 16.8 65.6% 41.0 1.3

当期利益
(※)

18.2 28.5 10.3 56.5% 24.0 4.5

(※)親会社株主に帰属する当期純利益

セグメント別業績総括
単位：億円

14年度

実績

15年度

実績

対前年比 (参考)11/6公表ﾍﾞｰｽ

増減額 増減率 通期予想 増減額

モーション機器
売上高
営業利益

338.4
8.3

311.2
6.5

▲27.2
▲1.8

▲8.0%
▲22.1%

345.0
13.0

▲33.8
▲6.5

パワーエレクトロ
ニクス機器

売上高
営業利益

281.1
9.7

338.8
25.9

57.7
16.2

20.5%
167.3%

335.0
23.0

3.8
2.9

サポート＆
エンジニアリング

売上高
営業利益

213.7
9.7

227.8
12.1

14.1
2.4

6.6%
24.7%

220.0
10.0

7.8
2.1

消 去
売上高
営業利益

▲75.2
▲0.1

▲77.0
▲0.4

▲1.8
▲0.3

-
-

▲80.0
0.0

3.0
▲0.4

計
売上高
営業利益

758.0
27.6

800.8
44.1

42.8
16.5

5.7%
59.9%

820.0
46.0

▲19.2
▲1.9

モーション機器：大型搬送、プリンタ、車両制御等の減少により、減収減益

パワエレ機器： 社会インフラ、試験装置、振動機器等の増加により、増収増益

サポート＆エンジ：設備工事の増加などにより、増収増益
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セグメント別業績総括(受注実績)
単位：億円

14年度

実績

15年度

実績

対前年比 (参考)11/6公表ﾍﾞｰｽ

増減額 増減率 通期予想 増減額

モーション機器
受注高
受注残高

318.3
161.6

302.5
170.2

▲15.8
8.6

▲5.0%
5.3%

346.0
184.6

▲43.5
▲14.4

パワーエレクトロ
ニクス機器

受注高
受注残高

296.5
129.8

329.8
145.1

33.3
15.3

11.2%
11.8%

332.0
149.8

▲2.2
▲4.7

サポート＆
エンジニアリング

受注高
受注残高

196.1
71.9

168.6
48.2

▲27.5
▲23.7

▲14.1%
▲32.9%

192.0
78.9

▲23.4
▲30.7

計
受注高
受注残高

811.0
363.4

800.9
363.5

▲10.1
0.1

▲1.2%
0.0%

870.0
413.4

▲69.1
▲49.9

モーション機器：プリンタ、車両制御、クラッチ・ブレーキ等が減少

パワエレ機器：クリーン搬送機器、自動車試験装置で増加

サポート＆エンジ：太陽光発電パネル設置工事等が減少
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有利子負債の推移

ﾈｯﾄDEﾚｼｵ

325億円
315億円

298億円

有利子負債残高
269億円

ネット有利子負債

現預金

単位：百万円

ネット有利子負債19億円削減

315億円

2016年3月末の有利子負債は、2015年3月末より29億円減の269億円

ネット有利子負債は、2015年3月末より19億円減の199億円

棚卸資産
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2016年度業績見通し

2016年度連結業績見通し

単位：億円

2016年度見通しは、前年度と比べて増収増益
航空宇宙、モーションコントロール機器、プリンタ、
クリーン搬送機器、振動機器等の増により受注増

モーションコントロール機器、プリンタ、
クリーン搬送機器、振動機器等の増により売上増

売上高増、採算改善等により、
販管費の増加を吸収、増益

単位：億円

2015年度

見通し
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15年度
実績

16年度
予想

対前年比

増減額 増減率

受注高 800.9 950.0 149.1 18.6%

売上高 800.8 850.0 49.2 6.1%

営業利益 44.1 55.0 10.9 24.7%

経常利益 42.3 50.0 7.7 18.2%

当期利益
(※)

28.5 34.0 5.5 19.3%

(※)親会社株主に帰属する当期純利益



セグメント別見通し

15年度
実績

16年度
予想

対前年比

増減額 増減率

モーション機器
売上高

営業利益

311.2

6.5

355.0

14.0

43.8

7.5

14.1%

116.0%

パワーエレクトロニ
クス機器

売上高

営業利益

338.8

25.9

345.0

30.0

6.2

4.1

1.8%

15.9%

サポート＆
エンジニアリング

売上高

営業利益

227.8

12.1

230.0

12.0

2.2

▲0.1

1.0%

▲0.7%

消去
売上高

営業利益

▲77.0

▲0.4

▲80.0

▲1.0

▲3.0

▲0.6

-

-

計
売上高

営業利益

800.8

44.1

850.0

55.0

49.2

10.9

6.1%

24.7%

単位：億円

モーション機器：プリンタ、モーションコントロール機器等が増加し、増収増益

パワエレ機器：振動機器、クリーン搬送機器等が増加し、増収増益
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有利子負債の推移

ﾈｯﾄDEﾚｼｵ

315億円 315億円

269億円

有利子負債残高
269億円

ネット有利子負債

現預金

単位：百万円

298億円

2017年3月末有利子負債残高は269億円(増減なし)

ネットDEレシオは0.65倍(0.02ポイント改善)

棚卸資産
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中期計画の進捗
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BRIDGE100の基本方針

中核事業拡大

グローバル事業拡大

新分野への挑戦

グループ経営基盤整備

中期計画概要

売上高(億円)

BRIDGE100のビジョン

予想実績

中期計画 実績/予想

実績実績 目標
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中期計画達成に向けて

 15年度は停滞

 16年度は中核事業の開発成果
と既存事業の大型案件回復

 17年度は各事業の開発成果と
取組施策を着実なものとする

受注高(億円)

 15年度まで順調な実績

 16年度は増収・増益も弱含み

 17年度は中核事業の開発、
既存事業の差別化施策の成果

売上・利益

受注

売上高・営業利益(億円)

予想

予想

中期計画 実績/予想

実績実績

実績実績実績 目標

目標
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中核事業の拡大

中
核
事
業

売上高推移(単位：億円)
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中核事業の拡大 ①航空宇宙事業

環境及び方針・取組

中期計画の進捗

電動式ＧＳＥ
航空機用電源車

実績

目標
132 124

170

132
131

中期計画

118
130

実績/予想 170

実績実績

防衛国産機調達減、宇宙・民間航空機(民航)増加

防衛・宇宙向け新装備品提案、
民航向け電動化対応装備品の開発

防衛分野３本＋宇宙＋民航の５本柱確立

装備品開発は順調も、空港用支援車両が減少し未達

装備品微増、空港用支援車両回復

民航用等事業拡大に向けた開発継続

環境

取組

方針

前期

今期

中計

売上高

予想

129
138

H2B
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中核事業の拡大 ②ﾓｰｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ機器事業

予想

目標150 147 142

250

162
150

中期計画

157

実績/予想 250

実績実績

中韓台の需要伸び悩みも、年度後半から商況回復

モータメーカ以外の顧客及び農業機械メーカ開拓

ブレーキ分野及び農業機械市場への注力

中国向け機器の需要減影響で、目標未達

半導体製造装置用サーボ拡販
SMTのベトナム拠点稼働
SSHの新規連結

自動車、鉄道、車両電動化市場向
用途開拓推進

環境及び方針・取組

中期計画の進捗

環境

取組

方針

前期

今期

中計

売上高

薄型DDモータ

実績

171
194



好調継続と新製品拡販により上積み

21

EFEM

中核事業の拡大 ③クリーン搬送機器事業

予想

目標

96

150

8181

中期計画

90

実績/予想

150

実績実績

89 88

メモリー関係を中心に好調継続

N2EFEMや真空ﾘﾆｱ関連搬送装置、
LED製造ﾌﾟﾛｾｽ搬送装置の開発と拡販

新製品の上市、新規顧客の獲得、
新規事業の立ち上げ

好調な設備投資で計画超過達成

N2EFEMや真空ﾘﾆｱ関連搬送装置、
LED製造ﾌﾟﾛｾｽ搬送装置の開発加速

環境及び方針・取組

中期計画の進捗

環境

取組

方針

前期

今期

中計

売上高

107
100

実績

ﾛｰﾄﾞﾎﾟｰﾄ
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中核事業の拡大 ④振動機器事業

振動乾燥・冷却装置
画像処理機能付
パーツフィーダ

予想

73 75
82

75
65

中期計画 実績/予想

100 100

実績実績

63

合成ゴム・食品向けは投資意欲が高く、
電子部品向けは高機能化へ

合成ゴム・食品向け案件拡大と
既存領域からの拡大

単品売りからプロセス売りへの転換と、
原料ハンドリングの種類拡大

電子部品業界向け好調も、
合成ゴム等向けで減少、目標未達

合成ゴム・食品向け需要取込と、
製品ラインナップ拡充推進 目標

IoTを活用した「予防保全」
ビジネス展開
高付加価値製品の開発加速

環境及び方針・取組

中期計画の進捗

環境

取組

方針

前期

今期

中計

売上高

8489

実績
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グローバル事業の拡大

グローバル事業拡大

単位：億円

目標

タイ現地法人を中心とした東南アジア市場戦略

中国市場戦略

印・比・越における
販売、生産の
ネットワーク拡充
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タイ現地法人の機能強化

新製品の市場投入・
新規顧客開拓の推進

食品・製糖業界、自動機メーカでの自動化ニーズの取込

地域別海外売上高・海外売上高比率

ｱｼﾞｱ

北米

その他

海外比率

124
153 150 162

300億円

ｼﾝﾌｫﾆｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
の子会社による
ｻｰﾋﾞｽ体制充実

188



新分野ヘの挑戦
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新分野ヘの挑戦

医療・福祉分野

再生医療機器分野での開発推進

抗がん剤調製装置の拡販

無菌接続搬送技術、細胞培養システム関連技術の開発

細胞培養搬送装置

農業・水産業分野

完全人工光型植物工場、
閉鎖循環式陸上養殖システムの開発

栽培/養殖技術向上

ビジネスモデル構築

完全人工光型植物工場

不要細胞除去技術の開発



本資料中の業績予想、見通し及び事業計画

については、現時点における将来環境予測等

の仮定に基づいております。

本資料において当社の将来の業績を保証す

るものではありません。

将来予測について


